
（様式第4号） 武石地域協議会 会議概要

1 審議会名 武石地域協議会

2 日 時 平成21年4月27日 午後7時00分から午後9時15分まで
3 会 場 武石地域自治センター 2階会議室
4 出席者 井出守雄委員、伊藤隆子委員、上野正司委員、柿嶌祐子委員、木下文雄委員、木下

幸光委員、清住章雄委員、小山洋江委員、桜井敏昭委員、佐藤栄作委員、城下ゆか

り委員、高田忍委員、滝沢由美子委員、中嶋和夫委員、橋詰真由美委員、増子カオ

リ委員、松代典之委員、依田せつ子委員（欠席 2名）
5 市側出席者 宮下センター長、広川地域振興課長、山口市民生活課長、桜井建設課長、近藤健康

福祉課長、伊藤教育事務所長、児玉地域政策係長、掛川主事

6 公開・非公開等の別 公開

7 傍聴者 0人 記者 0人
8 会議概要作成年月日 21年5月13日 作成部局課名 武石地域自治センター 地域振興課

協 議 事 項 等

1 開会（広川課長）

2 会長あいさつ（桜井会長）

3 センター長あいさつ（宮下センター長）

4 報告事項

(1)市長と地域協議会連絡会との懇談会の報告について（桜井会長）
～ 4月22日、「地域内分権」をテーマに開催された市民（上田市地域協議会正副会長会）と市長の懇
談会について桜井会長から報告 ～

(2)平成21年度わがまち魅力アップ応援事業（上田市地域協議会正副会長会審査分）選考結果について
（小山副会長）

～ 3月22日、上田市地域協議会正副会長会で審査されたわがまち魅力アップ応援事業9事業の審査
結果について、小山副会長から資料に基づき報告 ～

5 協議事項

・武石地域の課題について

（桜井会長）

本日は、通知でもお知らせしてあるとおり、委員の皆さんから日ごろ考えていることや住民の方からい

ただいているご意見などをお一人ずつお聞かせいただきたい。行政からの回答等は後日いただくことに

し、本日は委員の皆さんに自由に発言していただきたいと思う。

（委員）

・合併前にはなかった市民活動への補助制度「わがまち魅力アップ応援事業」ができて、地域の活動がで

きるようになり、大変ありがたいと思っている。できれば、お茶代程度出してもらえるとよいと思う。

・来年は武石地域でも7年に一度の御柱祭が開催される。このような歴史ある伝統行事に対して、ぜひ市
から補助金が出るようにお願いしたい。

（委員）

・都市計画の話はまったく聞こえなくなってしまったが、その後どうなったのか。やはり都市計画につい

ては、市全体を統一するのはおかしい。

・武石地域の近くには温水プールがないため、丸子クリーンセンターに隣接して建設してほしい。



・武石地域の10、20年後に不安を感じる。講師等を招いて、地域のための勉強会をしたらどうか。
・窓口対応をしっかり統一してほしい。担当者によって言うことが変わり、手続きが二度手間になったこ

とがある。

（委員）

・武石体育館の耐震診断をやっていただきたい。また、武石体育館には会議室がないため、スポーツの大

会等を開催した際に不便である。武石小学校の体育館が建設された際には、現体育館への会議室の設置も

検討していただきたい。現在の体育館のワックスが大変滑りやすいため、改善していただきたい。

（委員）

・武石生活改善グループでは、旧 JA農産加工所の建物を借りて、味噌を作っている。JAで建物を取り
壊したいと言われたが、現在の建物が取り壊された場合、現在行っている活動ができなくなってしまう。

（委員）

・現在の補助制度の中で、地域ふれあい事業等、見直すべき制度があるのではないか。

・上田市街地へ行くためのアクセス道路や中心市街地の駐車場等の整備を進めてほしい。

（委員）

・合併特例債を利用してのJT跡地利用について、美術館建設の要望があるようだが、現存する施設も多
数あるため、新たに建設するのはいかがなものか。

・上田市街地へ行くためのアクセス道路の整備を進めてほしい。

（委員）

・武石商工会は、平成22年4月1日に丸子商工会と合併の予定。現在の商工会館は、武石支所として今
までどおりやっていく。

・合併から3年が経過し、武石地域としても自立していかなければいけないと思うが、合併前に言ってい
た「分権型自治」の姿が見えない。昨年、地域協議会の部会で出された多くの意見も実施できないものが

多数あった。センター長が先頭に立って、武石地域を引っ張っていっていただきたい。

（委員）

・依田窪交通安全協会武石支部は、今後、事務や会計も役員で行うことになる。役職を全うできるような

人を各自治会から選出するよう、自治会長会等でもお願いしていただきたい。

・カーブミラーなどの交通安全施設は、自治会からの要望等により危険箇所を優先して、設置を行ってい

ただきたい。

・厳しい経済状況の中、今年の夏祭りや来年の御柱祭の寄付集めは、大変厳しいものになると思う。

（委員）

・児童館の建設に関しては、子育て支援を考える会の意見等を多く取り入れていただいた。現在、できれ

ば運営にも携わりたいと話を進めている。今年度はいよいよ建設工事に入り、会として児童館の話を進め

ていく中で、「遊戯室以外は床暖房が入る予定だが維持費がかかるのではないか」「太陽光パネルを設置で

きないか」などの意見が出てきており、寄付を募ってでも考えたい。そのような意見を取り入れていただ

くことは可能か。

・車いすの方を車に乗せて運転することがあるが、武石の道路は揺れがひどいと言われる。道路状態が悪

いところを改善してほしい。

（委員）

・地域協議会は、行政からの報告を受けるだけでなく、意見を述べていかなければならない。行政も地域

協議会の意見を積極的に取り入れていただきたい。地域協議会の位置づけがあいまいではないか。

・持ち寄り基金は、武石地域のために使えるよう、もっと広く意見を聞く必要がある。より多くの意見を

募ったほうがよい。

・都市計画については、話が進んでいないようだが、地域協議会からももっと意見を出していったほうが

よいのではないか。

・わがまち魅力アップ応援事業は、非常によい事業なので今後もぜひ続けていただきたい。

・市長には、もっと各地域へ出向いていただき、地域の意見を聞いていただきたい。

（委員）



・現在、依田窪南部中学校の１年生は78名で2クラスであるが、3クラスにならないか。
・昨年9月に武石開発公社の現況について協議を行った際に、食事の改善提案の意見が出されたが、その
後、改善されたのか。その後の報告を聞きたい。

・都市計画については、もっと意見を言う場が必要ではないか。

・長和町では、今年から高校3年生までの子どもの医療費が無料になった。上田市でもぜひ実施していた
だきたい。

（委員）

・練馬区との関係をもっと密にする必要があるのではないか。滞在型農業やグリーンツーリズム等を検討

したらどうか。

・余里の花桃のような観光地づくりをしたらどうか。

・武石診療所は、武石地域の一次医療を担う大切な施設である。医師確保等、課題もあると思うが、今後

も存続していっていただきたい。

・来年開催される御柱祭は、昔から続いてきた伝統行事である。寄付だけでは祭りの存続は難しいと思わ

れるので、行政からもバックアップしていただきたい。

（委員）

・市民会館や文化会館の駐車場は、駐車台数が少ない。特に文化会館は、図書館裏の駐車場はいつも満車

であり、今まで駐車場として使用していた旧一中跡地が使用できなくなるため、大変不便である。

・女性団体として活動している「コミュニケーション 21」は、発足当時から会員が変わらず、増えてい
ないため、活動が浸透していない。武石地域では、男女共同参画の考え方が広がっていないのではないか。

（委員）

・児童館が建設された際には、一般利用者と学童クラブ利用者の区別をきちんとして、みんなが安心して

使える施設にしていただきたい。そのためには、学童クラブの指導員をしっかり確保していただきたい。

・市全域に拡大された新たな高校等通学費補助制度では、丸子修学館高校が対象外になってしまった地域

があるが、今まで同様対象にしていただきたい。

・御柱祭に子どもが参加するとお金がかかるため、参加させたくないという方もいる。慰労会などを廃止

し、親が負担する衣装代等を出してほしい。

（委員）

・持ち寄り基金を使った地域予算は、地域が望んだ提案をぜひ実施していただきたい。武石地域の大きな

課題として、獣害対策にぜひ取り組んでいただきたい。

・都市計画については、地域協議会で勉強会を開催するなどして、協議会としての方向性を出しておいた

方がよいのではないか。

（委員）

・昨年の武石地域の出生者数は死亡者数に対しかなり少なく、人口はどんどん減少している。子どもの医

療費の負担減等、子どもが増えるような対策を考えていただきたい。

・余里の花桃や信広寺のしだれ桜には、多くの花見客が訪れている。花桃を観光資源として武石地域全体

へ広げ、余里は発祥地として位置づける等、観光に力を入れていただきたい。

（桜井会長）

本日、お出しいただいた意見については、次回、行政からご回答いただきたい。

6 その他

・平井寺トンネル有料道路の市民割引回数券の販売について（桜井建設課長）

・交流・文化施設のありかた市民公聴会 5月20日（水）午後7時～（宮下センター長）

7 閉会（小山副会長）


